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＜事業の概要＞ 

本事業では、産業界において、組み込みシステム技術者のニーズが増加している背景に対応し
て、組み込みシステム技術者育成を目的とした教育プログラムと教材の開発を行った。この開発
にあたり、すでに携帯電話やＡＶ機器などに採用されている業界標準仕様である純国産リアルタ
イムＯＳ「ｉＴＲＯＮ」に準拠したＯＳの利用基準として教材を作成している。また、実践的な
教育を行うために、評価ボードの開発も同時に行い、教育プログラムでの習得の検証を補助す
る。これらの開発後、教育プログラムの実証授業を実施し、開発成果の公開と普及促進を行っ
た。 
 これらの開発に加え、組み込みソフトウェア技術者の技術内容や職務内容の実態調査を実施
し、また、教員の技術研修およびこの分野における技術習得を評価できる試験制度の検討につい
ても併せて行った。 
 
＜成   果＞ 

組み込みシステム技術者に必要とされる技術・資質等に関する実態調査について、「日本シス
テムハウス協会」の協力を得て、協会会員（１３３団体）に対してアンケート調査を実施し、ま
た、アンケート回収先より６社を選考し、ヒアリング調査を実施した。その結果として、提供さ
れた産業界での事例を教育プログラム開発の観点から分析し、実践的な教育プログラムと教材の
開発に取り組んだため、開発現場から遠ざかっている教員にとって非常に有効な教材となってい
るといえる。 

また、成果物となる教材については、業界標準仕様の純国産リアルタイムＯＳであるＮＯＲＴ
ｉＶｅｒ．４とＸＡＳＳ－Ｖ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ、およびフリーライセンスのＴＯＰＰＥＲ
Ｓ／ＪＳＰカーネルとＣｙｇｗｉｎを開発のプラットフォームとした教材をＰａｒｔ１・２とし
て作成している。同様に、教育プログラムでの技術習得の検証を補助するための評価ボードにつ
いても、実際に企業で製品として使用されているターゲットボードを使用しての検証方法、およ
び今回の事業にて開発したターゲットボードを使用しての検証方法を、それぞれＰａｒｔ１・２
としたことにより、この教材を使用して教育を実施する学校にとって、企業で実際に役立つ技術
を教育することができ、かつ設備投資を最小限でまかなうことが可能となっている。これらの教
材を利用して、参画専門学校学生を対象に実証授業を実施している。 
 また、エンベデットシステム開発技術者育成カリキュラム策定のため、“エンベデットシステ
ム試験”、“マイコン応用システムエンジニア試験”のスキル標準・標準カリキュラム・過去に
実施された試験問題を調査整理し、習得技術の客観的評価方法を研究し、専門学校での教育に適
した教育プログラムを作成した。これにより、この分野における技術習得の標準評価が容易とな
り、各専門学校が制御系学科のカリキュラム整備、学科コース設置の方向性を検討する材料とし
て利用できる。 
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